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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】各種ケースに搭載して使用でき、各種光源装置
を形成させるランプヘッドモジュールを提供する。
【解決手段】ランプヘッドモジュール２００はランプヘ
ッド２１０と、上蓋２２０と、電源モジュール２３０を
含み、前記上蓋は前記ランプヘッドに設置され、前記電
源モジュールは前記上蓋と前記ランプヘッドの間の内部
空間に収納される。発光ダイオードと、ケースと、他の
部材を効率的に搭載することが可能となり、在庫の減少
と資源を有効利用することが可能となる。
【選択図】図１Ａ



(2) JP 3166116 U 2011.2.17

10

20

30

40

50

【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　ランプヘッドモジュールであって、
　ランプヘッドと、
　一端は開口部で、他端は嵌合部であり、前記嵌合部が前記ランプヘッドに嵌め込まれる
ことにより、前記ランプヘッドに固定される上蓋と、
　前記上蓋と前記ランプヘッドの間の内部空間に収納される電源モジュールと、
を含むことを特徴とする、ランプヘッドモジュール。
【請求項２】
　前記嵌合部はねじ山であることを特徴とする、請求項１に記載のランプヘッドモジュー
ル。
【請求項３】
　前記電源モジュールは前記上蓋から突出されていることを特徴とする、請求項１に記載
のランプヘッドモジュール。
【請求項４】
　前記電源モジュールは前記電源モジュールの出力を調節する可変抵抗器をさらに含むこ
とを特徴とする、請求項１に記載のランプヘッドモジュール。
【請求項５】
　ランプ受けに連接される結合構造をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のラ
ンプヘッドモジュール。
【請求項６】
　前記結合構造は少なくとも一つのピンを含み、前記ランプヘッドモジュールは前記ピン
によって、前記ランプ受けに連接されることを特徴とする、請求項５に記載のランプヘッ
ドモジュール。
【請求項７】
　外側の表面を有し、前記上蓋に対応して前記上蓋の一内側の表面に貼り合せられ、前記
上蓋上に配置されるベースをさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のランプヘッ
ドモジュール。
【請求項８】
　前記電源モジュールと前記ベースの間に設置される絶縁シートをさらに含むことを特徴
とする、請求項７に記載のランプヘッドモジュール。
【請求項９】
　前記上蓋の材質は導熱プラスチックであることを特徴とする、請求項１に記載のランプ
ヘッドモジュール。
【請求項１０】
　発光ダイオードバルブであって、
　ランプヘッドと、上蓋と、電源モジュールからなるランプヘッドモジュールと、
　土台を有し、前記土台をその上端に位置づけ、前記ランプヘッドモジュールの前記上蓋
を下端に連接させるランプ受けと、
　前記土台に形成され、水平部と複数の傾斜フラットフォームを有する突起部と、
　前記水平部と前記これらの傾斜部に設置され、それぞれ異なる方向に光を発させる複数
の発光ダイオード部材と、
　前記ランプ受けの前記上端に設置されるランプシェードとを含み、
　前記上蓋の一端は開口部であり、前記上蓋の他端は嵌合部であり、前記嵌合部が前記ラ
ンプヘッドに嵌め込まれることにより、前記上蓋は前記ランプヘッドに固定され、前記電
源モジュールは前記上蓋と前記ランプヘッドの内部空間に収納され、
　前記水平部は前記突起部の中心に位置づけられ、前記これらの傾斜部は前記水平部と前
記土台の間に傾斜して並べられることを特徴とする、発光ダイオードバルブ。
【請求項１１】
　さらに制御回路を含み、前記制御回路は前記突起部に設置され、前記これらの発光ダイ
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オード部材は前記制御回路に設置されることを特徴とする、請求項１０に記載の発光ダイ
オードバルブ。
【請求項１２】
　前記制御回路はフレキシブルプリント基板か、アルミニウム基板か、セラミック基板の
何れか一つを含むことを特徴とする、請求項１１に記載の発光ダイオードバルブ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本考案は、光源装置に関し、より詳しくは、各種ケースに搭載して使用可能なランプヘ
ッドモジュールに関する。
【背景技術】
【０００２】
　発光ダイオード（LED）の長所は多く、例えば、体積が小さい、反応時間が短い、消費
パワーが低い、信頼性が高い、大量生産の実現性が高いなどが挙げられる。そのため、発
光ダイオードは徐々に例えば、白熱灯や、蛍光灯などの伝統的な発光部材に取って代わっ
てきている。
【考案の概要】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかしながら、前述した従来の技術では、発光ダイオードから製造される発光ダイオー
ドバルブは、メーカーによって規格や、ケースの型が異なるため、発光ダイオードバルブ
のモジュール化は困難であり、商品の在庫の蓄積や、資源の浪費がよく発生してしまう。
さらに、商品規格や、外観が変更された時、ケースや発光ダイオードを分解し、再利用す
ることが難しく、ほぼ不可能であった。
【０００４】
　本考案は、このような従来の問題に鑑みてなされたものである。上記課題解決のため、
本考案は、各種ケースに搭載して使用でき、各種光源装置を形成させるランプヘッドモジ
ュールを提供することを主目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　本考案によれば、ランプヘッドモジュールはランプヘッドと、上蓋と、電源モジュール
を含み、上蓋はランプヘッドに設置され、電源モジュールは上蓋とランプヘッドの間の内
部空間に収納される。
【０００６】
　本考案によれば、発光ダイオードバルブはランプ受けと、ランプヘッドモジュールと、
突起部と、複数の発光ダイオード部材を含む。ランプ受けは、その上端に位置づけられる
土台を有する。ランプヘッドモジュールは、ランプヘッド、上蓋と、電源モジュールを含
み、上蓋はランプヘッドに設けられ、上蓋はランプ受けの下端に連接され、電源モジュー
ルは上蓋とランプヘッドの間の内部空間に収納される。突起部は土台に設けられ、突起部
は水平部と複数の傾斜部を有し、水平部は突起部の中心に位置づけられ、これら傾斜部は
水平部と土台の間に傾斜して並べられる。これら発光ダイオード部材はそれぞれ水平部と
傾斜部に設けられ、これら発光ダイオード部材はそれぞれ異なる方向に向かって光線を発
する。
【考案の効果】
【０００７】
　本考案によれば、発光ダイオードと、ケースと、他の部材を効率的に搭載することが可
能となり、在庫の減少と資源を有効利用が可能となる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１Ａ】本考案の好ましい実施例に係るランプヘッドモジュールの分解図である。
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【図１Ｂ】本考案の好ましい実施例に係るランプヘッドモジュールの部分断面図である。
【図２Ａ】本考案の別の好ましい実施例に係る発光ダイオードバルブの概略図である。
【図２Ｂ】図２Ａ中の突起部と発光ダイオードの上面図である。
【図２Ｃ】図２Ａ中の突起部と発光ダイオードの断面図である。
【考案を実施するための形態】
【０００９】
　以下に図面を参照して、本考案を実施するための形態について、詳細に説明する。なお
、本考案は、以下に説明する実施例に限定されるものではない。
【００１０】
　本考案の実施例に係るランプヘッドモジュールは図１Ａと図１Ｂの本考案の好ましい実
施例に係るランプヘッドモジュール２００の分解図と分解断面図にそれぞれ示されている
。ランプヘッドモジュール２００はランプヘッド２１０と、上蓋２２０と、電源モジュー
ル２３０を含む。上蓋２２０の一端は開口部２２３であり、上蓋２２０の他端は嵌合部２
２４であり、嵌合部２２４はランプヘッド２１０に嵌め込まれ、これにより、上蓋２２０
はランプヘッド２１０に固定され、電源モジュール２３０は上蓋２２０とランプヘッド２
１０の間の内部空間に収納される。これ以外に、上蓋２２０はプラスチック、導熱プラス
チック、金属、セラミックや、他の導熱材によって作られる。
【００１１】
　本実施例によれば、嵌合部２２４はねじ山であり、ねじ山はランプヘッド２１０にねじ
止めされ、これにより、上蓋２２０はランプヘッド２１０に固定されるが、これに限定さ
れるわけではなく、嵌合部２２４は他の設計を採用することも可能であり、上蓋２２０は
ランプヘッド２１０に嵌め込まれる。これ以外に、ランプヘッド２１０の規格は限定を受
けることがなく、ランプヘッド２１０は例えば、Ｅ２６、Ｅ２７、Ｅ１１、Ｅ１４、Ｅ４
０、Ｂ２２Ｄなどの各種規格を採用できる。
【００１２】
　これ以外に、本実施例によれば、電源モジュール２３０はランプヘッドモジュール２０
０の内部空間に収納され、上蓋２２０から突出されていないが、これに限られるわけでは
なく、電源モジュール２３０は上蓋２２０から突出されていてもよい。電源モジュール２
３０はプリント回路基板や複数の電子部材を含み、電源モジュール２３０は電源モジュー
ル２３０の出力を調節する可変抵抗器を含む。上述の電子部材はプリント回路基板のラン
プヘッドに向いている面に設けられ、ランプヘッドモジュール２００の内部空間に収納さ
れるが、これに限定されるわけではなく、上述の電子部材はプリント回路基板のランプヘ
ッドから離れた別の面に設けられることも、上蓋２２０から突出されていてもよい。
【００１３】
　ランプヘッドモジュール２００はさらにベース２５０と絶縁シート２４０を含み、ベー
ス２５０はプレート２５２と、プレート２５０の表面から延長される中空円柱２５３を含
む。この２つの部材は一体形成されてもよく、それぞれ製造された後に結合されてもよい
。ベース２５０の材質は金属（例えば、銅や銀）であり、セラミックや他の導熱材でもよ
い。本実施例では、ベース２５０は外側の表面２５５を有し、上蓋２２０の内側の表面２
２２に貼り合せられる。これ以外に、プレート２５２の側面は１つか、複数の凹部２５４
を有し、上蓋２２０上の対応するフック２２５と相互に固定される。本実施例では、ベー
ス２５０と上蓋２２０が形成する空間には導熱プラスチックや導熱クレイが満たされ、放
熱の助けとなり、ベース２５０と上蓋２２０は密閉空間を形成し、放熱隔離、ノイズ隔離
、防湿などの効果が達成される。
【００１４】
　絶縁シート２４０は電源モジュール２３０とベース２５０の間に設けられ、まず電源モ
ジュール２３０をベース２５０に固定させ、その後、ベースを上蓋２２０に固定させ、パ
ワーコード２６０はベース２５０の孔部２５１を突き抜け、ランプヘッドモジュール２０
０の外部へと延長される。
【００１５】
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　本実施例によれば、ランプヘッドモジュール２００はさらに上蓋２２０に設けられる結
合構造２２１を含む。本実施例では、結合構造２２１は少なくとも１つのピンを含み、こ
のピンは上蓋２２０の開口部２２３の周りに設けられ、ランプヘッドモジュール２００は
ピンにより、ランプ受けに留められる。しかし、結合構造２２１はこれに限定されるわけ
ではなく、結合構造はねじ山を含み、ランプヘッドモジュール２００はこのねじ山により
、ランプ受け（図示せず）に螺合されてもよい。
【００１６】
　本実施例によれば、ランプヘッドモジュール２００は組み立てとテストが完了した後、
半完成品となり、異なる要求に基づき、例えば、ランプシェード、光源モジュールや、ケ
ースなどといった各種他の部材と組み合わせられ、これにより、例えば、発光ダイオード
バルブや、スポットライト（spot light）など各種異なる光源装置が形成される。これに
より、在庫の蓄積を減少させることができる。
【００１７】
　本実施例のランプヘッドモジュールによれば、ランプヘッドモジュールは容易に分解で
き、容易に別の発光ダイオードバルブのランプ受けに連接されるため、発光ダイオードバ
ルブの構成部材は相互に利用することができ、生産が容易であるだけでなく、商品在庫量
の減少や、資源の有効利用をすることも可能となる。これ以外に、電源モジュールはラン
プヘッドモジュールの内部空間に収納されるので、電源モジュールと発光ダイオードチッ
プの間には十分な空間が開けられ、発熱が行われる。電子回路は熱源から離れているため
、操作安定と寿命延長の効果が達成される。
【００１８】
　図２Ａは本考案の別の好ましい実施例の発光ダイオードバルブ３００を示す概略図であ
る。発光ダイオードバルブ３００は突起部３１０と、複数の発光ダイオード部材３２０と
、ランプシェード３５０と、ランプ受け３３０と、ランプヘッドモジュール２００を含む
。
【００１９】
　ランプヘッドモジュール２００の関連技術前述されているため、相同な技術内容はここ
では更に記述しない。ランプヘッドモジュールの結合構造２２１により、上蓋２２０はラ
ンプ受け３３０に連接される。
【００２０】
　突起部３１０はランプ受け３３０の上端に設けられ、ランプ受け３３０とランプシェー
ド３５０の間には土台３３１があり、土台３３１上には突起部が形成され、突起部３１０
は上部が狭く、下部が広い台座であり、突起部３１０の中心は水平部３１１であり、複数
個の傾斜部３１２はこの水平部３１１と土台３３１の間の周りに傾斜して並べられる。こ
れ以外に、ランプシェード３５０は透明な材質によって製造され、ランプシェード３５０
はさらに霧化処理がされ、ランプシェード３５０は発光ダイオード部材３２０から発せら
れる光線を散光にさせ、光線をやわらかくし、光の眩しさを減少させる。
【００２１】
　図２Ｂと図２Ｃはそれぞれ図２Ａ中の突起部３１０と発光ダイオード３２０の上面図と
断面図である。本実施例では、複数の発光ダイオード部材３２０はそれぞれ水平部３１１
と複数個の傾斜部３１２上に設けられ、水平部３１１と複数の傾斜部３１２上には制御回
路３６０が設けられ、これら発光ダイオード部材３２０は制御回路３６０に設けられ、制
御回路３６０はフレキシブルプリント回路か、アルミニウム基板か、セラミック基板によ
って設けられるが、これに限られるわけではなく、制御回路３６０は他の位置に設けるこ
とも可能であり、例えば、制御回路３６０は突起部３１０や土台３３１の下方に設けても
よく、導線によって発光ダイオード部材３２０に連接される。
【００２２】
　水平部３１１と傾斜部３１２の間には傾斜角度Ａ３があり、本実施例では傾斜角度Ａ３
は１０度から８０度の間であり、好ましい傾斜角度Ａ３は３０度から６０度の間であるが
、これに限定されない。これにより、水平部３１１上の発光ダイオード部材３２０は水平
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部３１１の真上の方向に向かって光線を発することができ、傾斜部３１２上の発光ダイオ
ード部材３２０は傾斜方向に向かって光線を発することができる。上述の発光ダイオード
部材３２０により、それぞれ異なる方向に向かって光線は発せられ、それぞれの発光ダイ
オード部材３２０が発する光線はどれも最も好ましい角度によって射出され、発光ダイオ
ードバルブ３００は広い角度範囲を有し、かつ、照度が均一な投射範囲Ａ２を有する。こ
れにより、本実施例の水平部３１１以下の領域の輝度は総輝度の１５％となる。
【００２３】
　これ以外に、本実施例によれば、突起部３１０は複数個の傾斜部３１２を含み、例えば
、突起部３１０は６個か、８個の傾斜部３１２を含み、傾斜部３１２の数量と傾斜角度Ａ
３は実際の状況に基づき設計され、例えば、傾斜部２１２と傾斜角度Ａ３は発光ダイオー
ド３２０の数量、投射角度、照明分布などに基づき、設計がなされる。
【００２４】
　本考案の発光ダイオードバルブは複数の発光ダイオード部材を有し、複数の発光ダイオ
ード部材はそれぞれ突起部の水平部と傾斜部に設けられ、それぞれの発光ダイオード部材
が発する光線はどれも最も好ましい角度によって射出され、発光ダイオードバルブが有す
る角度範囲は広く、かつ、照度が均一な投射範囲を有する。
【００２５】
　上述の実施形態は本考案の技術思想及び特徴を説明するためのものにすぎず、当該技術
分野を熟知する者に本考案の内容を理解させると共にこれをもって実施させることを目的
とし、本考案の特許請求の範囲を限定するものではない。従って、本考案の精神を逸脱せ
ずに行う各種の同様の効果をもつ改良又は変更は、本考案に含まれるものとする。
【符号の説明】
【００２６】
２００　ランプヘッドモジュール
２１０　ランプヘッド
２２０　上蓋
２２１　結合構造
２２２　内側の表面
２２３　開口部
２２４　嵌合部
２２５　フック
２３０　電源モジュール
２４０　絶縁シート
２５０　ベース
２５１　孔部
２５２　プレート
２５３　中空円柱
２５４　凹部
２５５　外側の表面
２６０　パワーコード
３００　発光ダイオードバルブ
３１０　突起部
３１１　水平部
３１２　傾斜部
３２０　発光ダイオード部材
３３０　ランプ受け
３３１　土台
３５０　ランプシェード
３６０　制御回路
Ａ２　投射範囲
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Ａ３　傾斜角度

【図１Ａ】 【図１Ｂ】
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【図２Ａ】 【図２Ｂ】

【図２Ｃ】
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